
『てぶくろ』 エウゲーニ・Ｍ・ラチョフ 絵

『クラクフのりゅう』 アンヴィル奈宝子 絵

おじいさんが森の中に手袋を片方落としてしまいます。雪の上に落ちてい

た手袋にネズミが住みこみました。

そこへ、カエルやウサギやキツネが次つぎやってきて、「わたしもいれて」

「ぼくもいれて」と仲間入り。手袋はその度に少しずつ大きくなっていき、今

にもはじけそう……。最後には大きなクマまでやって来ましたよ。

手袋の中はもう満員! そこにおじいさんが手袋を探しにもどってきました。

さあ、いったいどうなるのでしょうか?

暗くて大きな洞穴に住む一匹のりゅう。羊の群れを襲っては、ペロリペロリと丸

呑みしてします。

さあ、たいへん❗️ このままでは町ごとペロリだ。

国中の強そうな男たちが、100人束になって挑んでも歯が立たない。そこへ名

乗りをあげたのが、くつ職人のドゥラテフカ。

用意したものは、コート、まき、ボタン、まくら、硫黄のかたまり。こんなもので、

りゅうを退治することができる⁉️

ポーランドの古都だったクラクフに伝わる昔話。

ウクライナ

NO WAR !  ウクライナに平和を！

ウクライナ 等の絵本展示

森で迷子になった女の子は、小さな家を見つけます。食堂には大きなお椀、

中くらいのお椀、小さなお椀に入ったスープが。

女の子は小さなお椀のスープをすっかり飲んでしまいます。隣の寝室には大

きなベッド、中くらいのベッド、小さなベッドが。女の子は小さなベッドで眠ってし

まいます。

『３びきのくま』 トルストイ 著 バスネツォフ 絵ロシア

ポーランド


